
 

「生涯学習のあり方（素案）」について 

 

１．第 4 回生涯学習審議会以降の経過について 

○12 月文教・福祉常任委員会 12 月 20 日 

 生涯学習のあり方の検討状況について報告 資料 1 

 

○12 月定例教育委員会 12 月 22 日 

 生涯学習のあり方の検討状況について報告 資料 2 

 

○2 月総務常任委員会 令和 6 年 2月 2日 

 中宇治地域市民協働推進拠点基本ビジョンについて報告 資料 3 

 

○2 月定例教育委員会 令和 6 年 2月 5日 

 中宇治地域市民協働推進拠点に係る基本ビジョン策定に伴う、中宇治地域に

おける学びの場の確保について報告（宇治公民館の取り扱いについて意見聴取） 

資料 4 

 

○2 月文教・福祉常任委員会 令和 6年 2月 6日 

 中宇治地域市民協働推進拠点に係る基本ビジョン策定に伴う、中宇治地域に

おける学びの場の確保について報告（12 月・2 月の教育委員会会議における委

員意見も報告） 資料 3 

 

○市議会 3 月定例会文教・福祉常任委員会 令和 6年 2月 29 日 

 中宇治地域に係る学びの場の確保ができることから、宇治公民館は基本的に

再建しないと報告 資料 5 

 

２．「生涯学習のあり方（素案）」について 別冊資料 

 第 8 期生涯学習審議会の答申を踏まえて策定した「公民館の今後のあり方に

ついて（最終案）」以降に社会情勢に大きな変化が生じたこと、本市の公共施設

のあり方についての計画「公共施設の将来像」がまとまり、中宇治地域に「学び」

の機能を有する新たな複合・多機能型施設を整備することから、改めて「今後の

生涯学習のあり方について」を第 11 期生涯学習審議会において協議。 

 生涯学習審議会委員および教育委員からいただいた意見を踏まえ、市教委に

おいて「生涯学習のあり方（素案）」を作成。 

令和 6 年 3 月 25 日 

生涯学習審議会資料 



資料 1 

 

生涯学習のあり方の検討状況について 

 

「第 8 期（平成 29～30 年度）生涯学習審議会答申（平成 31 年 2 月）」に基づく、

「公民館の今後のあり方（最終案）（令和 2 年 1 月）」を示し、公共施設の将来像（令

和 4 年 4 月）」を策定したことから、第 11 期（令和 5～6 年度）宇治市生涯学習審議

会において「生涯学習のあり方」を協議しており、この間の検討状況を報告いたしま

す。 

 

１．開催状況 

第１回審議会 7 月 25 日 

・「第 8 期（平成 29～30 年度）生涯学習審議会答申（平成 31 年 2 月）」、「公民館の

今後のあり方（最終案）（令和 2 年 1 月）」、「公共施設の将来像（令和 4 年 4 月）」を

踏まえた、今後の公共施設で行っていく生涯学習のあり方について協議 

 

   ※第 2 回審議会（9 月 1 日）では生涯学習のあり方を協議事項としていない。 

 

第 3 回審議会 10 月 12 日、第 4 回審議会 11 月 30 日 

・「第 8 期生涯学習審議会答申」に示された生涯学習のビジョンを再度確認し、集約

化、複合・多機能化された後の公共施設において生涯学習の機会を充足するために必

要なことについて協議 

 

２．この間の委員の主な意見 

・答申、「公民館の今後のあり方」、「公共施設の将来像」の方向性は違わない。3 つを

融合したゴールを目指すと良い。 

・今までの生涯学習活動は個室内で完結することが多かった。今後はオープンスペー

スで活動が外に見えることが大切だ。活気ある姿を見た人が誘われる仕掛けが必要。 

・公民館のあり方も時代と共に変わる必要があること、市が複合・多機能化を検討し

ていることをしっかり説明しなければいけない。 

・公民館、コミセン、福祉センターなど施設の利用実態が重なってきている。それら

を集約化した施設が宇治市内に何か所かあれば良い。 

・今まで公民館等を利用していなかった子育て世代、若年層のニーズに応えるために、

多世代交流の場となるべき。 

・図書館と防災など分野部局を超えた生涯学習事業のコラボが広がると良い。生涯学

習課が各課の出前講座（健康体操等）の窓口になってコーディネートしてはどうか。 

・複合化で活動スペースが小さくなることに不安に思う人が一定存在する。行政が活

動スペースの紹介や、やりたいことの実現を支援すれば不安がやわらぐのでは。 

令和 5 年 12 月 15 日 

文教･福祉常任委員会資料 

教 育 部 生 涯 学 習 課 

 



・審議会での議論は公民館での活動を否定するものではない。これまで公民館で続け

てこられた活動も含めて、生涯にわたる学びの場の確保について議論するものだ。 

 

３．今後の予定 

生涯学習審議会および教育委員会会議での意見を踏まえ、今後の生涯学習のあり方

をまとめる。 

 

＜参考＞第 8期答申一部抜粋 

次世代を担う若者から、知識・経験を継承する立場の高齢者まで、あらゆる年

代の市民を、市の生涯学習推進に巻き込んでいく仕組みを構築する。そして、そ

の中での活動が、教育の範疇にとどまらず、地域活動や福祉、防災等他の分野と

連携することで、各々が専門性を活かしながら、新しい取組が生まれるのではな

いか。つまり、生涯学習に関する施設・仕組み・組織・事業等を総合化していく

ことで、世代を超えた地域交流の促進や、市民によるまちの活性化につながるよ

うな生涯学習が推進できるものとなる。 

 

公民館の今後のあり方（最終案）一部抜粋 

これまで本市の生涯学習推進の歴史において積み重ねてきた成果を活かすとと

もに、必要な生涯学習の場を確保しながら、教育の範疇にとどまらず、地域活動

や福祉、防災等他の分野と連携する。そして、各々が専門性を活かしながら、生

涯学習に関する施設・仕組み・組織・事業等を総合化していく。また、市民がま

ちづくりについて考え自ら行動できるよう、多種多様な課題について学び解決で

きる力を支援するため、人材育成や社会還元の仕組みをより効果的に活用し、市

民活動を活性化する。 

 

公共施設の将来像 

 

 

子どもから

高齢者までの

幅広い世代が集い、

学びを行う場

地域住民が

つながるきっかけを

生み出し、

交流を行う場

市民参画・

市民協働を

推進する

拠点づくり 地域の

まちづくりにおける

連携・協働を

行う場



資料 2 

 

生涯学習のあり方について 

 

「第 8 期（平成 29～30 年度）生涯学習審議会答申（平成 31 年 2 月）」に基づく、

「公民館の今後のあり方（最終案）（令和 2 年 1 月）」を示し、公共施設の将来像（令

和 4 年 4 月）」を策定したことから、第 11 期（令和 5～6 年度）宇治市生涯学習審議

会において「生涯学習のあり方」を協議しております。 

 

１．開催状況 

第１回審議会 7 月 25 日 

・「第 8 期（平成 29～30 年度）生涯学習審議会答申（平成 31 年 2 月）」、「公民館の

今後のあり方（最終案）（令和 2 年 1 月）」、「公共施設の将来像（令和 4 年 4 月）」を

踏まえた、今後の公共施設で行っていく生涯学習のあり方について協議 

 

   ※第 2 回審議会（9 月 1 日）では生涯学習のあり方を協議事項としていない。 

 

第 3 回審議会 10 月 12 日、第 4 回審議会 11 月 30 日 

・「第 8 期生涯学習審議会答申」に示された生涯学習のビジョンを再度確認し、集約

化、複合・多機能化された後の公共施設において生涯学習の機会を充足するために必

要なことについて協議 

 

 

２．この間の委員の主な意見 

・答申、「公民館の今後のあり方」、「公共施設の将来像」の方向性は違わない。3 つを

融合したゴールを目指すと良い。 

・今までの生涯学習活動は個室内で完結することが多かった。今後はオープンスペー

スで活動が外に見えることが大切だ。活気ある姿を見た人が誘われる仕掛けが必要。 

・公民館のあり方も時代と共に変わる必要があること、市が複合・多機能化を検討し

ていることをしっかり説明しなければいけない。 

・公民館、コミセン、福祉センターなど施設の利用実態が重なってきている。それら

を集約化した施設が宇治市内に何か所かあれば良い。 

・今まで公民館等を利用していなかった子育て世代、若年層のニーズに応えるために、

多世代交流の場となるべき。 

・図書館と防災など分野部局を超えた生涯学習事業のコラボが広がると良い。生涯学

習課が各課の出前講座（健康体操等）の窓口になってコーディネートしてはどうか。 

・複合化で活動スペースが小さくなることに不安に思う人が一定存在する。行政が活

動スペースの紹介や、やりたいことの実現を支援すれば不安がやわらぐのでは。 

令和 5 年 12 月 22 日 

報 告 資 料 

教 育 部 生 涯 学 習 課 

 



・審議会での議論は公民館での活動を否定するものではない。これまで公民館で続け

てこられた活動も含めて、生涯にわたる学びの場の確保について議論するものだ。 

 

３．今後の予定 

生涯学習審議会および教育委員会会議での意見を踏まえ、今後の生涯学習のあり方

をまとめる。 

 

＜参考＞第 8期答申一部抜粋 

次世代を担う若者から、知識・経験を継承する立場の高齢者まで、あらゆる年

代の市民を、市の生涯学習推進に巻き込んでいく仕組みを構築する。そして、そ

の中での活動が、教育の範疇にとどまらず、地域活動や福祉、防災等他の分野と

連携することで、各々が専門性を活かしながら、新しい取組が生まれるのではな

いか。つまり、生涯学習に関する施設・仕組み・組織・事業等を総合化していく

ことで、世代を超えた地域交流の促進や、市民によるまちの活性化につながるよ

うな生涯学習が推進できるものとなる。 

 

公民館の今後のあり方（最終案）一部抜粋 

これまで本市の生涯学習推進の歴史において積み重ねてきた成果を活かすとと

もに、必要な生涯学習の場を確保しながら、教育の範疇にとどまらず、地域活動

や福祉、防災等他の分野と連携する。そして、各々が専門性を活かしながら、生

涯学習に関する施設・仕組み・組織・事業等を総合化していく。また、市民がま

ちづくりについて考え自ら行動できるよう、多種多様な課題について学び解決で

きる力を支援するため、人材育成や社会還元の仕組みをより効果的に活用し、市

民活動を活性化する。 

 

公共施設の将来像 

 

 

子どもから

高齢者までの

幅広い世代が集い、

学びを行う場

地域住民が

つながるきっかけを

生み出し、

交流を行う場

市民参画・

市民協働を

推進する

拠点づくり 地域の

まちづくりにおける

連携・協働を

行う場



 

資料 3 

 

中宇治地域における学びの場について 

 

中宇治地域市民協働推進拠点に係る基本ビジョンの策定に伴う、中宇治地域におけ

る学びの場の確保について報告いたします。 

 

１．中宇治地域市民協働推進拠点基本ビジョン 

 ○中宇治地域市民協働推進拠点のテーマとコンセプト（Ｐ５） 
 

   地域に暮らす様々な市民が気軽につどい（交流）、 

   一人ひとりが暮らしやすさを求めてつながり（連携）、 

   互いの価値観やライフスタイルを尊重・共有しながらまなび（学習）、 

   そして地域の課題解決に向けて地域に暮らすみんなでつむぎ（協働）、 

   魅力あるまちづくりにつなぐリビングルームのように居心地の良いコミュニティ 

   の拠点をつくります。 

 

 ○整備場所（Ｐ７） 

  莵道ふれあいセンター敷地 

中宇治地域の市民協働推進拠点を整備 

  宇治公民館敷地 

   教育委員会などの意見も聞きながら、当面、観光需要に対応するための駐車場と

しての利用や、イベントなどに使えるオープンスペースとしての活用などにつ

いて検討 

   

 

２．教育委員の意見 

 ○１２月定例教育委員会（令和５年１２月２２日） 

  「中宇治地域市民協働推進拠点」が開館して、そこが社会教育を含む生涯にわたる

学びの場となるのであれば、中宇治の学びの場としてはよいのではないかと思う 

 

 

３．中宇治地域における学びの場について 

 ○宇治公民館利用者の学びは、生涯学習センターや中央公民館で継続されている 

 ○新たに「中宇治地域市民協働推進拠点」も学びの場となる 

⇒宇治公民館については改めて教育委員の意見を伺う 

 

令 和 6 年 2 月 6 日 

文教･福祉常任委員会資料 

教 育 部 生 涯 学 習 課 

 



（仮称）中宇治地域市民協働推進拠点基本ビジョン P5～P7より抜粋 
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（仮称）中宇治地域市民協働推進拠点について 

 

４．中宇治地域市民協働推進拠点のテーマとコンセプト 

拠点整備の基本的な考え方に基づき、公共施設整備に関する意識調査並びにまちづくり

の拠点ワークショップ等の成果を踏まえて、次のテーマで市民協働推進拠点を整備します。 

 

テーマ：中宇治のコミュニティ･リビング 

〜 市民が主役の 交流・連携・学習・協働 がうまれる、まちなかのリビングスペース ～ 

 

 

地域に暮らす様々な市民が気軽につどい（交流）、 

一人ひとりが暮らしやすさを求めてつながり（連携）、 

互いの価値観やライフスタイルを尊重・共有しながらまなび（学習）、 

そして地域の課題解決に向けて地域に暮らすみんなでつむぎ（協働）、 

魅力あるまちづくりにつなぐリビングルームのように居心地の良いコミュニティの拠点をつくります。 

 

 

１．つどう 

誰もが気軽に立ち寄り、出会い、 

自由に居心地良く過ごせる環境 

 

２．つながる 

場所・時間・空間を共有できる環境 

 

３．まなぶ 

様々な学びの機会を活かし、 

多世代が自ら活動できる環境 

 

４．つむぐ 

年代に捉われることなく、相互に協力

しながら、より良いまちを創る環境 

 

  

つどう つながる

まなぶ つむぐ

中宇治のコミュニティ・リビング 

市民協働による魅力あるまちづくり 



（仮称）中宇治地域市民協働推進拠点基本ビジョン P5～P7より抜粋 
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５．必要とする機能 

既存の公共施設の概念やイメージに捉われることなく、多様な目的と用途で利用できる複

合・多機能型の施設により、機能と空間の相乗効果や付加価値を創出し、「サービスの質の

向上」と「地域の活性化」を目指します。 

 

意識調査結果（Ⅱ-問３、問４）やワークショップで提案された「あったらいい活動」「しくみ」

を踏まえて、新たな市民協働推進拠点には次の４つの機能を備える必要があると考えます。 

 

必要とする機能 想定される施設※ 

出会いと自由な憩いの場 オープン交流スペース、芝生広場、テナント

（カフェや物販） など 

子育て支援の場 託児スペース、図書コーナー、広場、おむつ

交換台など乳幼児に配慮した設備 など 

多世代交流の場 オープン交流スペース、コミュニティカフェ、

ホール など 

趣味・遊び・学びの場 レンタルスペース、シェアキッチン、会議室、

自習室、コワーキングスペース、防音設備 

など 

（※ 想定であり今後の検討により変わる可能性があります。） 

  



（仮称）中宇治地域市民協働推進拠点基本ビジョン P5～P7より抜粋 
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６．整備場所 

地域のまちづくりの中核を担う新たな市民協働推進拠点は、テーマとして掲げる『中宇治

のコミュニティ･リビング』とするため、誰もが気軽に立ち寄り、子どもから高齢の方まで世代

を超えて様々な人々が出会い、つながることができる場所であることが必要であり、「日常的

なアクセス」や「世代横断的な活動と交流」に適した立地であることが重要な要件となります。 

 

意識調査やワークショップの結果を踏まえて、中宇治地域の地理的な中心に位置し、住宅

地や商店街と近く、多くの人が足を運びやすい莵道ふれあいセンター敷地に、中宇治地域の

市民協働推進拠点を整備します。なお、宇治公民館敷地については、教育委員会などの意見

も聞きながら、当面、観光需要に対応するための駐車場としての利用や、イベントなどに使え

るオープンスペースとしての活用などについて検討します。 

 

○中宇治地域における公共施設整備に関する意識調査 

「地域の拠点」、「市民参画・市民協働を推進する拠点」の姿として、オープンスペースを

分け合いつつ、誰もが自由に利用できる施設を望む割合が最も多く、整備場所としては、

「行きやすさ」や「利便性の良さ」が支持されました。 

 

○市民協働でつくるまちづくりの拠点ワークショップ 

事前勉強会におけるまちあるきで体感された主な意見として、宇治公民館敷地は道路の

高低差があり徒歩・自転車でのアクセスが難しい、莵道ふれあいセンター敷地は周辺に

民家や新しい店舗が多く、平地でアクセスしやすいなどが挙げられました。 

 

２つの候補地それぞれは、宇治公民館敷地は景観の良さを活かした広く開かれた場所と

なるなどの意見が挙げられた一方、莵道ふれあいセンター敷地は誰もが気軽に立ち寄り

過ごせる場所、子どもたちの遊び・学びの場所やまちのセンターとして多世代が集い繋ぐ

場所となるなどの意見が挙げられました。 

 

 

宇治公民館敷地 

莵道ふれあいセンター敷地 
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中宇治地域における学びの場について 

 

 

中宇治地域市民協働推進拠点に係る基本ビジョンの策定に伴う、中宇治地域におけ

る学びの場の確保について報告いたします。 

 

１．中宇治地域市民協働推進拠点基本ビジョン 

 ○中宇治地域市民協働推進拠点のテーマとコンセプト（Ｐ５） 
 

   地域に暮らす様々な市民が気軽につどい（交流）、 

   一人ひとりが暮らしやすさを求めてつながり（連携）、 

   互いの価値観やライフスタイルを尊重・共有しながらまなび（学習）、 

   そして地域の課題解決に向けて地域に暮らすみんなでつむぎ（協働）、 

   魅力あるまちづくりにつなぐリビングルームのように居心地の良いコミュニティ 

   の拠点をつくります。 

 

 ○整備場所（Ｐ７） 

  莵道ふれあいセンター敷地 

中宇治地域の市民協働推進拠点を整備 

  宇治公民館敷地 

   教育委員会などの意見も聞きながら、当面、観光需要に対応するための駐車場と

しての利用や、イベントなどに使えるオープンスペースとしての活用などにつ

いて検討 

   

 

２．中宇治地域における学びの場について 

 ○宇治公民館利用者の学びは、生涯学習センターや中央公民館で継続されている 

 ○新たに「中宇治地域市民協働推進拠点」も学びの場となる 

⇒「公共施設の将来像」に基づき、市全体で公共施設の集約化、複合・多機能化

を進めていく中で閉館した宇治公民館についてどのように取り扱うか、判断が

必要 

 

 

令和 6 年 2 月 5 日 

報 告 資 料 

教 育 部 生 涯 学 習 課 
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宇治公民館に係る考え方について 

 

平成３０年３月に閉館いたしました宇治公民館に係る考え方について、報告いたし

ます。 

 

１．宇治公民館閉館後の経過 

 【第８期生涯学習審議会答申 平成３１年２月】 

   宇治公民館の閉館に伴い、活動場所や内容を変更して活動を継続している団体

等もあることから、生涯学習を推進する上で、活動の場や地域性について十分に

配慮する必要がある 
 

 【公民館の今後のあり方について（最終案） 令和２年１月】 

   課題：宇治公民館閉館に伴う、周辺住民の学びの場に関する地域性を考慮する

必要がある 

   取組：中宇治地域に学びの場を確保する 

 

２．生涯学習審議会委員及び教育委員の意見 

 ○第１１期生涯学習審議会（令和５年７月２５日～） 

・答申、公民館のあり方（最終案）、公共施設の将来像の方向性は同じ 

・公民館、コミセン、福祉センターなどの利用実態が重なってきている。それら

を集約した施設が宇治市に何か所かあればよい 

・公民館等を利用していない子育て世帯、若年層のニーズに応えるため、多世代

交流の場となるべき 

 ○１２月定例教育委員会（令和５年１２月２２日） 

  中宇治地域市民協働推進拠点が開館して、そこが社会教育を含む生涯にわたる

学びの場となるのであれば、中宇治の学びの場としてはよいのではないかと思う 
 

 ○２月定例教育委員会（令和６年２月５日） 

  宇治市の財政状況を鑑み、今から同一地域内で複数の公共施設を整備すること

は難しい。中宇治地域市民協働推進拠点が学びの場として機能するように市長部

局と連携して取り組むことが市教委の役割である 

  宇治公民館閉館後も大部分のサークルが活動を継続できていること、中宇治地

域市民協働推進拠点が中宇治地域の新たな学びの場となることから、中宇治地域

に宇治公民館を再建しなくても学びの場は一定充足する 

 

３．宇治公民館について 

 ○宇治公民館利用者の学びは、生涯学習センターや中央公民館で継続されている 

 ○新たに「中宇治地域市民協働推進拠点」も学びの場となる 

 ○同一地域に同様の機能を持つ複数の施設を整備することは必要ない 
 

⇒宇治公民館については基本的に再建しない 

令和 6 年 2 月 2 9 日 

文教･福祉常任委員会資料 

教 育 部 生 涯 学 習 課 
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宇治市教育委員会 
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１．はじめに                         

 

 これまでから市民の生涯学習のニーズに応えるため、生涯学習センターや公

民館、図書館などの公共施設において各種事業や講座を実施するとともに、市民

自らが幅広い分野で学び合える環境整備を進めてまいりました。 

また、学びの成果を活かしてボランティアとして活動される方や、発表の機会

を通じて新たな学びの輪や繋がりを生みだす方など、生涯学習を通じて様々な

場面で活躍され、地域社会の活力醸成に貢献していただいています。 

 

この間、令和 4 年 4 月には「市民協働によるこれからの公共施設に向けて～

公共施設の将来像～」（以下、「公共施設の将来像」）を取りまとめ、市内の公共

施設についての方向性を示しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集約化・複合化された公共施設は、その機能の一つとして、子どもから高齢者

までの幅広い世代が集い、学びを行う場となると示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもから

高齢者までの

幅広い世代が集い、

学びを行う場

地域住民が

つながるきっかけを

生み出し、

交流を行う場

市民参画・

市民協働を

推進する

拠点づくり 地域の

まちづくりにおける

連携・協働を

行う場

＜市民協働によるこれからの公共施設に向けて～公共施設の将来像～より＞ 

・時代の流れに伴う社会情勢の変化により、新たな行政サービスの需要が生じており、

これからの時代に応じた公共施設へと見直しを行う。 

・将来のまちづくりも見据えた新たな付加価値の創出を図る。 

・次世代に過大な負担を残さないためにも、長期的な視点に立った長寿命化対策や

更新等を進めつつ、集約化・複合化といった取組を進め、公共施設総量の適正化

を図る。 
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＜宇治市第 2次教育振興基本計画より＞ 

同じく令和 4年 4月には「宇治市第 2次教育振興基本計画」を策定し、「市民

が学び合う生涯学習社会の進展」を施策の一つに掲げました。本計画は市政の最

上位計画である「宇治市第 6次総合計画」の教育分野計画に位置付けられ、計画

期間は総合計画と同じ令和 4年度から 15年度までの 12年間となります。 

 主な取組は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す人間像 

教 育 理 念 

家庭・学校・地域でささえる 

宇治のひとづくり・まちづくり 

「ふるさと宇治」を愛し、グローバルな視点に立ち、  

社会の変化を前向きにとらえ、主体的に考え行動し、  

よりよい人生と「あすの宇治」を創り出せる人 

 

１ 

自
律
的
か
つ
協
働
的
な
学
び
の
創
造 

 

２ 

多
様
性
を
尊
重
し
包
容
力
あ
る
人
間
性
の
涵
養 

 

３ 

し
な
や
か
で
健
や
か
な
身
体

か

ら

だ

の
育
成 

 

４ 

学
び
を
促
す
学
校
内
外
の
環
境
整
備 

 

５ 

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
・
協
働
促
進 

 

６ 

市
民
が
学
び
合
う
生
涯
学
習
社
会
の
進
展 

 

７ 

歴
史
と
文
化
の
継
承
・
活
用 

※上記の各施策において、ICT を積極的に活用して取り組みます。 

 

計画推進の視点 

取り組む施策 

 

 創造 

 挑戦 

 共生 

 循環 

※子育ちとは 
子ども自らが育つという力をサポートすることが大切だという考え方 

well-being 

 子育ち 

・市民が学んだ成果を地域や社会に還元する「市民が学び合う生涯学習社会」の進展

を目指します。 

・人生 100年時代が到来し、社会情勢の変化が著しい現代にあって、市民一人ひとり

が学びを通して豊かな人生を送ることができるよう、多様なニーズに応じた学びを

推進します。 

・講座履修後に自主的な学習活動やイベントでの学習成果の発表を行うなど、「市民

が学び合う生涯学習社会」を推進する仕組みの充実を図ります。 

・地域における豊かな学びを推進するため、多様な主体が協働し、共に学び合える

よう努めます。 
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現代社会においては、急速なデジタル化や新型コロナウイルス感染症対策か

ら生まれた「新しい日常」など、社会情勢や人々の価値観・ライフスタイルが非

常に速いスピードで変化しています。 

これまでの生涯学習活動で大切にされてきた「人々が対面で集い、学ぶ」こと

は、知識を得ることにとどまらず、直接的なコミュニケーションを通じてお互い

の存在やつながりを強く感じることができるなど様々な効果があり、社会の状

況が変化する中においてもその重要性や必要性は変わりません。一方で、新型コ

ロナウイルス感染症による社会変容やデジタル技術の急速な発展などにより、

多様化する新たな学びのニーズに対応していくことが求められています。 

 その中で、国において令和 5 年 6 月に閣議決定された「第 4 期教育振興基本

計画」において、教育基本法の理念や目標の実現を目指すことはこれからの時代

においても、教育の「不易（いつまでも変わらないこと）」であり、この「不易」

を実現するためには、社会や時代の「流行」を取り入れることが必要とされてい

るところです。 

 

こうしたことから、宇治市においても、変化の激しい社会情勢の中で市民が学

び合う生涯学習の進展のために、時代に応じた新しい視点を取り入れていくこ

とが必要です。また、「公共施設の将来像」に基づき集約化、複合化していく公

共施設が新たな学びの場となることから、改めて生涯学習の役割や意義を再確

認するとともに、「公民館の今後のあり方（最終案）」を見直し、公民館のあり方

を含む今後の生涯学習のあり方を示すものです。 
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２．生涯学習とは                       

  

教育基本法に生涯学習の理念が以下のとおり定められています。 

 

《教育基本法第 3条》 

「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯

にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を

適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければならない」 

 

 また、文部科学省白書において、生涯学習とは以下のとおり定義されています。 

 

「生涯学習」とは，一般には人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，学校教育，家

庭教育，社会教育，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活動，ボランティア活

動，企業内教育，趣味など様々な場や機会において行う学習の意味で用いられます。ま

た，人々が，生涯のいつでも，自由に学習機会を選択し学ぶことができ，その成果が適

切に評価される社会を指すものとして「生涯学習社会」という言葉も用いられます。         

＜令和元年度 文部科学白書より＞ 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

教育による学習 

 

 

 

 

学校教育 家庭教育 社会教育 
自己学習 

生涯学習 
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具体的な生涯学習の例は以下のとおりです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・生涯学習センター、公民館、地域福祉センター、男女共同参画支援センターなどで

開催される講座や教室などに参加 

・地域の人たちとともに、コミュニティセンターで作品を共同創作 

・図書館で本を借りて読む 

・博物館や美術館で展覧会・展示会を鑑賞 

・スポーツ少年団に入って活動 

・民間のパソコン講座や英会話教室、あるいは音楽教室などで勉強 

・友人と社会福祉や環境問題に関するグループをつくり、自宅で調査研究活動 

・子育てサークルに参加し、メンバーと子育ての悩みなどについて話し合い 

・友人と音楽や美術に関するグループをつくり、練習や発表会を開催 

・デパートなどで開催される料理教室や工芸教室などに参加 
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３．宇治市の生涯学習の歩み                        

 

(１)これまでの生涯学習について 

宇治市では、生涯学習センターや公民館の他、市内各地で市民が生涯学習・

社会教育活動に取り組まれ、長年にわたり多くの市民が学び合い、その学びの

成果を地域や社会に還元されています。 
 
【これまでの行政や市民の活動例】 

・ボランティアや地域活動に取り組もうとする人に向けて、きっかけづくりと

なる講座を開催 

・大学との連携により、学生と住民が地域の歴史を学び一緒に人形劇を創作 

・田畑がある地域の特色を生かして、住民が公民館で親子農業体験を指導 

・公民館と登録サークルが共催で講座を開催 

・公民館高齢者教室の運営委員の企画により、年間通じて講座を開催 

・公民館登録サークル同士で合同発表会を開催 

・公民館登録サークルが研究成果をまとめた冊子が紫式部市民文化賞を受賞 

・生涯学習センターの人材養成講座から立ち上げたサークルが、環境保護活

動や食育活動において市と協働 

・生涯学習による成果の社会還元に向けて、生涯学習センターがサポート 

 

 

(２)生涯学習施設について 

宇治市において、生涯学習活動を行うことができる公共施設には、教育委員

会が所管している生涯学習センターや公民館のほか、コミュニティセンターや

地域福祉センター、男女共同参画支援センターなどがあります。 

 

生涯学習センターは、生涯学習を実践する拠点施設および生涯学習の基礎と

なる学校教育の研究・研修施設として平成 6年に開設し、公民館のとりまとめ

館としての機能も担っています。 

公民館は昭和 40 年から 61 年にかけ、社会教育活動のために利用できる施

設として順次開設しました。 

 

 公民館開設から約 60 年が経過する中で、宇治市では公民館のあり方につい

て度々検討してきました。 

平成 29 年度に策定した公共施設等総合管理計画において、「耐震性に課題

がある施設もあることから、早急に公民館のあり方を検討し、教育委員会会議
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や生涯学習審議会などの意見も伺いながら、方向性を取りまとめ、市としての

方針を決定しますが、生涯学習の活動は維持・継続しながら、他の施設との複

合化や統廃合の検討を進めます。」と定めています。 

これを受け、宇治市ではそれらの課題を検討するにあたり、平成 30 年 6 月

に公民館の今後のあり方について生涯学習審議会に諮問し、平成 31 年 2 月に

答申を受けました。 

答申を基に、令和元年 10 月に宇治市教育委員会が「公民館の今後のあり方

について～学びの仕組みを再構築するために～（初案）」を策定し、パブリッ

クコメント（※1）を実施しましたが、公民館が新たな教育施設に変わること

に対し多数の反対意見が提出されたことから、令和 2 年 1 月に改めて最終案

を提示しました。 

最終案の中で提示した公民館の 5 つの課題に対する取組を順次進めている

ところです。 

 

【公民館の課題】 

①現状の公民館では、変化する社会状況や地域住民のニーズに応えきれない

面がある 

②新規利用者が気軽に施設を利用できない 

③公民館に関わる情報について周知が不足している 

④現状の運営方法では生涯学習の場の維持が困難になる恐れがある 

⑤宇治公民館閉館に伴う、周辺住民の学びの場に関する地域性を考慮する必

要がある 

 

「公民館の今後のあり方（最終案）」に挙げた上記の課題の内、①③⑤に関

しては以下のように取組を実施しており、今後その取組を充実させていきます。 

 

課題①： 現状の公民館では、変化する社会状況や地域住民のニーズに応え

きれない面がある 

取 組： 社会状況への対応として、オンライン講座やスマートフォン体験

講座等を実施 

 

課題③： 公民館に関わる情報について周知が不足している 

取 組： 幅広い年齢層に向けた情報発信手段として、生涯学習センターと

公民館が連携し、市 LINEによる広報を実施 

 

 

※1 計画等の策定に当たり、計画等の趣旨、目的、内容等を広く公表し、公表したものに対する市民
等からの意見、情報及び専門的知識の提出を受け、計画等の案の決定を行うにあたって、その意見
等を考慮するとともに、提出された意見等及びこれに対する市の考え方等を公表する一連の手続 
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課題⑤： 宇治公民館閉館に伴う、周辺住民の学びの場に関する地域性を考

慮する必要がある 

取 組： 今後整備される中宇治地域市民協働推進拠点が新たな学びの場と

なるよう、具体化に向けて担当部局と連携 

 

残る課題②④についても以下のとおり、今後順次取組を開始します。 

 

課題②： 新規利用者が気軽に施設を利用できない 

取 組： 公民館登録サークル制度について、より多くの市民が気軽に利用

できる仕組みへの変更を検討 

 

課題④： 現状の運営方法では生涯学習の場の維持が困難になる恐れがある 

取 組： 他の公共施設利用者との公平性の整理を図るため、施設使用料の

徴収を検討 

 

一方で、令和 4年 4月に策定した「公共施設の将来像」において、市内の公

共施設について以下のように取組を進めていくことを示しました。 

○集約化 公共施設の更新にあわせて、施設の機能の集約化を図り、

効果的な施設配置を進める。 

○複合・多機能化 目的別単機能型施設から、特定の目的に捉われず、多様

性・柔軟性がある場を目指す。 

○多目的・多用途化 目的に応じた枠組みに捉われることなく、幅広い活動に

利用できるよう見直す。 

 

また、「公共施設の将来像」では、以下のように取組のロードマップを示し

ています。 

●中短期的取組 ・施設の機能枠組みの見直し 

・受益者負担の適正化 

●長期的取組 ・公共施設の更新にあわせた複合・多機能型施設の整備 

   

公共施設の一つである公民館は、「公共施設の将来像」に基づき、集約化お

よび複合・多機能化の対象となります。 
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４．宇治市生涯学習審議会と宇治市教育委員会会議での意見  

  

生涯学習のあり方を検討するにあたり、社会情勢の変化や次代を見据えた生

涯学習の役割や意義について、宇治市生涯学習審議会と宇治市教育委員会会議

で協議・検討いただきました。 

 

宇治市生涯学習審議会 

 第 8 期生涯学習審議会の答申を踏まえて策定した「公民館の今後のあり方に

ついて（最終案）」以降に社会情勢の変化が生じたこと、「公共施設の将来像」に

基づき、中宇治地域に「学び」の機能を有する新たな複合・多機能型施設を整備

することから、改めて「今後の生涯学習のあり方について」を協議事項としまし

た。 

 

【意見】 

・今までの生涯学習活動は個室内で完結することが多かった。今後はオープンス

ペースで活動が外に見えることが大切だ。活気ある姿を見た人が誘われる仕

掛けが必要。 

・今まで公民館等を利用していなかった子育て世代、若年層のニーズに応えるた

めに、多世代交流の場となるべき。 

・審議会での議論は公民館での活動を否定するものではない。これまで公民館で

続けてこられた活動も含めて、生涯にわたる学びの場の確保について議論す

るものだ。 

・図書館と防災など分野部局を超えた生涯学習事業のコラボが広がると良い。生

涯学習課が各課の出前講座（健康体操等）の窓口になってコーディネートして

はどうか。 

・答申、「公民館の今後のあり方」、「公共施設の将来像」の方向性は違わない。

3つを融合したゴールを目指すと良い。 

・公民館のあり方も時代と共に変わる必要があること、市が複合・多機能化を検

討していることをしっかり説明しなければいけない。 

・公民館、コミセン、福祉センターなど施設の利用実態が重なってきている。そ

れらを集約化した施設が宇治市内に何か所かあれば良い。 

・複合化で活動スペースが小さくなることを不安に思う人が一定存在する。行政

が活動スペースの紹介や、やりたいことの実現を支援すれば不安がやわらぐ

のでは。 

  



11 

 

【参考】第 8期答申の生涯学習のビジョン（一部抜粋） 
 
次世代を担う若者から、知識・経験を継承する立場の高齢者まで、あらゆる年代の市

民を、市の生涯学習推進に巻き込んでいく仕組みを構築する。そして、その中での活動

が、教育の範疇にとどまらず、地域活動や福祉、防災等他の分野と連携することで、各々

が専門性を活かしながら、新しい取組が生まれるのではないか。つまり、生涯学習に関

する施設・仕組み・組織・事業等を総合化していくことで、世代を超えた地域交流の促

進や、市民によるまちの活性化につながるような生涯学習が推進できるものとなる。 

 

 

宇治市教育委員会会議 

①生涯学習審議会での協議結果について 
 
【意見】 

・公民館がなくなると思われている市民が一定おられるような印象がある。        

社会教育事業は公民館がどういう形になったとしても、継続されることが望

ましい。 

・現代的で若い世代に対してのアプローチの仕方もどんどん取り入れていく必

要がある。 

・「市民協働推進拠点」が開館して、そこが社会教育を含んでの生涯にわたる学

びの場としてできるのであれば、中宇治の学びの場として現時点ではよいの

ではないかと思う。 

 

②中宇治地域における学びの場について 
 
【意見】 

・宇治市の財政が厳しい中、今から同一地域で複数の施設を整備することは難し

いと思う。中宇治地域の市民協働推進拠点が学びの場として働くように、市長

部局とも連携しながらしっかり対応するのが教育委員会の役割である。 

・宇治公民館閉館の際は活動する場が確保できるのかと心配していたが、9割近

くの団体が活動場所を変えて、継続されている。今後は新たに中宇治地域市民

協働推進拠点が中宇治の学びの場となっていくということで、宇治公民館を

再建しなくても、地域の学びの場は充足されていくのではないかと感じた。 
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５．次代を見据えた生涯学習のあり方                     

  

急速な時代の変化に対応しながら、市民が学び合う生涯学習の進展のために、

幅広い世代が集い、お互いを認め合いながら、共に学び合う仕組みの構築が必要

です。 

 そこで次に挙げる４つの視点を基に、今後の宇治市の生涯学習を進めていき

ます。 

 

（１）教育の範疇を超えた学びの展開 

  市教育委員会の事業に限らず市長部局の事業の中にも、生涯にわたる学び

につながる内容のものがあります。 
 
＜令和 5年度現在の事業例＞ 

担当課 事業 

危機管理室 防災出前講座 

長寿生きがい課 高齢者アカデミー 

健康づくり推進課 食生活改善推進員養成講座、各種健康教育講座 

男女共同参画課 市民企画事業（サポート事業・奨励事業・地域推進支援

事業） 
 

今後は、各課が単独で事業を企画・運営するのではなく、相互に連携し、異

なる専門性や視点を活かした事業を展開することを検討し、学びの充実や新し

い学びとの出会いの機会の創出を目指します。 

また、市民が学びの情報を効率的に受け取ることができ、自身の学びの計画

や目標に沿った活動を選択できるよう、各課が主催する学びの情報を集約し、

市民のニーズに応じた情報を提供できる仕組みの構築を目指します。 

  社会教育主事（※2）を中心とした生涯学習担当課職員が、こうした学びの

展開を推進していきます。 

 

 

（２）多世代交流による学びの輪の広がり 

 宇治市が策定した「公共施設の将来像」の中で、集約化・複合化された公共

施設の機能の一つとして、「子どもから高齢者までの幅広い世代が集い、学び

を行う場となる」と示しています。 

東京学芸大学の自主ゼミグループによる、若者が社会教育施設に求めている

ことに関するアンケート調査の中に、「若い世代が少なく場違い感、しかし単

※2 社会教育主事は地域の学習課題を把握し、社会教育事業の企画・実施や、関係者への専門的技術
的な助言と指導を関係各機関との効果的なネットワークを活用して行うことによって、地域住民の
自発的な学習活動や学習を通じた地域づくりの活動を支援する役割を果たしています。 
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に若者が多ければいいという単純な話ではない」という回答がありました。ア

ンケート結果を踏まえてこの自主ゼミグループは、若者が魅力的に感じる施設

像の要素の一つとして「社会人、高齢者だけでなく、若者や子どももいて、多

世代交流が自然と行われる雰囲気があること」を提案しています。 

＜月刊社会教育 2023.3より＞ 

 

これは、公共施設が子どもから高齢者までの幅広い世代が集い、学びを行う

場として機能するために重要な観点です。 

 そこで、多世代交流のきっかけを作るため、多世代がそれぞれの目的で集う

場を整えます。従来は、ひとつの施設の中で様々なグループが各部屋で各々の

活動を行うことが主流でしたが、今後はオープンな活動場所を整えることで、

施設内での活動を可視化し、利用者同士がお互いの活動に触れることができる

開放的な場を創ります。また、多目的・多用途な施設は、市民が気軽に立ち寄

ることができる場となり、より幅広い世代の利用が期待できます。これまで利

用のなかった人が集うことで、新たな活動や取組が生まれる可能性を模索しま

す。 

 

 

（３）多種多様な学びのスタイルの尊重 

 新型コロナウイルス感染症などを契機に、従来型の対面での学習活動に加え、

デジタル技術を活用したオンライン講座などの新たな学びの取組が急速に普

及しました。その結果、時間や場所の制約がない学習環境の提供が可能となり、

様々な学習方法の中から個人のニーズに合わせて最適な方法を選択すること

ができるようになりました。 

 このように、時代の変化に伴い、学びの手段や機会が多様化しています。ま

た、学びの内容も多様化しており、「学び直し」や「情報リテラシー（情報活

用能力）」なども生涯学習に関連する要素として注目されています。 

 集団や個人での学び、学ぶ場所・時間・方法・内容は人によって異なります

が、共通していえるのは、学びがそれぞれの人生を豊かにし、成長や自己実現

に貢献しているということです。 

今後は、時代の変化に応じて生まれた多種多様な学びのスタイルを受け入れ、

一人ひとりの学びをお互いが尊重できるよう、市民の生涯学習を支援する体制

を整えます。   
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（４）生涯学習の活動の場 

 宇治市では、これまでから生涯学習センター、公民館、地域福祉センター、男

女共同参画支援センターなどの公共施設を中心に生涯学習を実施してきました。 

 令和 2年に「公民館の今後のあり方（最終案）」を取りまとめて以降、新型コ

ロナウイルス感染症による社会変容やデジタル技術の急速な発展など、多様化

する新たな学びのニーズに対応することが求められています。 

 また、生涯学習審議会及び教育委員会会議での「公共施設の将来像」の方向性

は「公民館の今後のあり方（最終案）」と一致するものであるという意見を踏ま

え、今後も公共施設を中心に生涯学習を実施していくこととします。 

 

 このため、公民館については次のとおり方向性を定めます。 

 

＜宇治公民館＞ 

・利用者のうち、大部分の方が活動を継続できていること 

・中宇治地域市民協働推進拠点が新たな学びの場となること 

・宇治市を取り巻く財政環境を鑑み、中宇治地域に同様の機能を持つ複数の施

設を整備する必要はないこと 
  
 ⇒以上のことから、宇治公民館は基本的に再建しないこととします。 

 

＜中央・木幡・小倉・広野公民館＞ 

  公民館を含め、公共施設の更新を図る際には、集約化及び複合・多機能化

を進めることとします。 
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６．結びに                     

 「人生 100年時代」、「超スマート社会（Society 5.0）」に向けて社会が大きな

転換点を迎える中にあって、生涯学習の重要性は一層高まっています。 

 

これまでの生涯学習活動で大切にされてきた「人々が対面で集い、学ぶ」とい

う取組を引き続き大切にしながら、一方でデジタル化、価値観の多様化、ライフ

スタイルの変化によって生まれた新たな学びのニーズに対応し、市民一人ひと

りが生涯を通して学ぶことのできる環境の整備、多様な学習機会の提供、学習し

た成果を生かして様々な分野で活動できるようにするための仕組みづくりなど

をさらに進めていく必要があります。 

 

今後「公共施設の将来像」に基づき、公共施設の集約化・複合化といった取組

を進め、これからの時代に応じた公共施設へと見直しを行う中においても、市民

一人ひとりのニーズに応じて生涯にわたり学び続けていただけるよう、学びに

関する施設・仕組み・組織・事業等を総合化し、これまでになかった異世代との

出会いや交流、多様な学びの機会や学び合う場の創出を目指すとともに、これま

で以上に市民が学べる環境を充実させるため、生涯学習担当課に配置している

社会教育主事をはじめとする職員がこの「生涯学習のあり方」に定める視点を持

って生涯学習事業を推進してまいります。 
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六地蔵 

六地蔵 

木幡 

木幡 

★ 

黄檗 
黄檗 

三室戸 

宇治 

宇治 

新田 大久保 

伊勢田 

小倉 

★ 

★ 

★ 

ＪＲ小倉 

☆市役所 

京滋バイパス 

木幡公民館 

宇治公民館(閉館) 

小倉公民館 

広野公民館 

★ 
中央公民館 

◆市民が活動している主な施設 

◎ 

●東宇治コミュニティセンター 

●槇島コミュニティセンター 

●西小倉コミュニティセンター 

●南宇治コミュニティセンター 

▲男女共同参画支援センター 

■莵道ふれあいセンター 

▲大久保青少年センター 

 

△広野地域福祉センター 

△開地域福祉センター 

△ 

△槇島地域福祉センター 

△木幡地域福祉センター 

△東宇治地域福祉センター 

 

西小倉地域福祉センター 

生涯学習センター 
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◆公民館に関する経過 

年度 主な経過 

S27 

 

S40 

 

S48 

 

S53 

 

S56 

 

S59 

 

 

S61 

 

H6 

 

H12 

 

 

 

 

 

H23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇治市公民館条例制定 

 

市民会館 開館 （会館内に社会教育課設置） 

 

公民館を教育委員会庁舎内に移設 （社会教育課に公民館係新設） 

 

公民館を市民会館へ移設  

 

木幡公民館、小倉公民館 開館 

 

文化センターが完成 → 中央公民館 開館 

中央公民館開館に伴い、宇治市公民館を「宇治公民館」に名称変更 

 

広野公民館 開館 

 

生涯学習センター 開館 

 

宇治市公共施設整備計画策定 

第 4 次総合計画における公共施設の整備に関する基本方針 

・ 公民館は、登録サークルに限らず、町内会等も積極的に活用 

・ 公民館の施設更新時には、コミュニティセンターとして建替え 

・ 宇治公民館は耐震性能不足により建替えの必要性あり 

宇治市第 5 次総合計画策定 

公共施設整備計画は策定せず、中期計画で方向性を位置づけ 

・ 第 1 期中期計画（23 年度） → 宇治公民館の整備を再検討 

・ 第 2 期中期計画（26 年度） → 宇治公民館のあり方を検討し、整備を進める 

・ 第 3 期中期計画（30 年度） → 宇治公民館は他の施設との複合化・機能移転等 

他の公民館はあり方を整理し、複合化・統廃合検討 

 

 

 

実現せず 
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年度 主な経過 

H26 

 

H29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30 

 

 

 

 

 

H31（R元） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮）宇治川太閤堤跡歴史公園の計画概要を公表 

歴史公園交流センター（現：茶づな）への宇治公民館の機能移転を検討 

・H29.6 月 歴史公園整備運営事業の債務負担行為が可決 

→公民館機能を除き、観光施設として特化した施設として提案 

  

宇治市公共施設等総合管理計画策定 

公共施設の総量適正化として延床面積 20%削減を目標 

・全体方針に加え、施設類型ごとの基本方針記載 

  ◆公民館 

 

 

 

 

 

・施設類型ごとの基本方針を踏まえ、個別施設管理実施計画を策定 

 

宇治公民館閉館（H30.3.31 ） 

【閉館理由】 

①耐震性に課題があり、利用者の安全確保必要 

②JR 奈良線の複線化工事実施にあたり、公民館（市民会館）の底地を工事ヤードとし

て活用するため、JR 西日本へ土地の一部返却 

 

公民館の今後のあり方について検討着手 

公共施設等総合管理計画を踏まえ、個別施設管理実施計画として公民館の今後のあ

り方を策定 

 ・H30.6 月 生涯学習審議会  諮問 

 ・H31.2 月 生涯学習審議会  答申 

 ・R1.10 月 公民館の今後のあり方（初案） パブリックコメント 

 ・R2.1 月 公民館の今後のあり方（最終案） 文教福祉常任委員会報告 

     ◆生涯学習のビジョン実現に向けた 3 つの取組 

耐震性に課題のある施設もあるため、生涯学習審議会等の意見も

聞きながら、早急にあり方を検討し、方向性を取りまとめ、生涯

学習の活動は維持・継続しながら、他の施設との複合化や統廃合

を検討 

①公民館を幅広い視点で生涯学習を推進する場に転換（まなび館化） 

②市の資源・資産を引き継ぐために費用負担のあり方を検討（有料化） 

③中宇治地域に学びの場を確保（多機能複合型施設） 
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年度 主な経過 

 

 

H31（R元） 

 

 

 

 

 

 

 

R2 

 

 

 

R4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→パブコメ反対意見多数。公民館を廃止する必要性に疑問。 

 

 ・R2.1 月 各公民館における利用者説明会実施 

→公民館の廃止理由、有料化への不満の意見多数。 

  

理事者協議にて 3 月定例会の提案見送りを決定 

 

 ・R2.2 月 文福に公民館関係条例提案の見送りを報告 

→利用者や議会に理解いただけるよう説明に努める 

 

 ・R2.8 月 公民館利用団体への個別説明会実施（参加希望の 127/205 団体） 

→市民理解はある程度進んだと考えられるものの、公民館を廃止し、まなび館化す

ること等、市教委の取り組みに対し、積極的な賛成を示してはいない。 

 

・4 月に政策戦略課が「市民協働によるこれからの公共施設に向けて～公共施設の将

来像」を発表 

◆公共施設の課題解決に向けた取組 

  

・第 11 期生涯学習審議会 

第 1 回 7 月 25 日 

「第 8 期（平成 29～30 年度）生涯学習審議会答申（平成 31 年 2 月）」、「公民

館の今後のあり方（最終案）（令和 2 年 1 月）」、「公共施設の将来像（令和 4 年 4 

月）」を踏まえた、今後の公共施設で行っていく生涯学習のあり方について協議 

 

第 3 回 10 月 12 日、第 4 回 11 月 30 日 

「第 8 期生涯学習審議会答申」に示された生涯学習のビジョンを再度確認し、集約

化、複合・多機能化された後の公共施設において生涯学習の機会を充足するために

必要なことについて協議 

 

求められる行政サービスの変化      集約化 

十分に施設が認知されていない   複合・多機能化 

全ての公共施設の維持は困難    既存施設の多機能化目的・多用途化 
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年度 主な経過 

R5 ・12 月文教・福祉常任委員会 12 月 20 日 

生涯学習のあり方の検討状況について報告 

 

・12 月定例教育委員会 12 月 22 日 

生涯学習のあり方の検討状況について報告 

 

・2 月定例教育委員会 令和 6 年 2 月 5 日 

  中宇治地域市民協働推進拠点に係る基本ビジョン策定に伴う、中宇治地域におけ

る学びの場の確保について報告（宇治公民館の取り扱いについて意見聴取） 

 

・2 月文教・福祉常任委員会 令和 6 年 2 月 6 日 

中宇治地域市民協働推進拠点に係る基本ビジョン策定に伴う、中宇治地域におけ

る学びの場の確保について報告（12 月・2 月の教育委員会会議における委員意見も

報告） 

  

 ・市議会 3 月定例会文教・福祉常任委員会 令和 6 年 2 月 29 日 

  中宇治地域にかかる学びの場の確保ができることから、宇治公民館は基本的に再建

しないと報告 

 


